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国立大学図書館のRDM支援力強化に向けて

大学のポリシー策定を支援 RDM支援業務の設計と図書館職員による実践

RDM支援活動の事例分析と共有
海外先進大学にインタビューし国内に共有
・支援チームメンバーの専門分野や経歴は？
・支援チームに参加する図書館職員の役割は？
・支援業務に必要な知識やスキルは？
どうやって身に着けた？

・研究者から求められているもの・ことは？

インタビュー先（一部調整中）：ライデン大学、
ノルウェー北極大学、ケンブリッジ大学、ワー
ゲニンゲン大学
（京大・阪大・神大・奈女・奈教の各図書館に
よる共同翻訳「データ管理で研究者と協力する
ために : クックブック」掲載事例から選定）

RDMのための標準技術の普及
RDA編「メタデータ標準カタログ」
日本語訳12月15日（木）公開
各学術分野ごとの、研究データ記述用標準メタ
データの解説集。理系出身図書館員等が各分野
ごとに日本語化を監修

策定段階等に応じた課題解決を促進

①研究データポリシー策定のためのワー
クショップ
令和4年11月28日（月）
所属機関のポリシー策定状況や課題を
共有し、少人数で意見交換・課題解決

②RDM事例共有・意見交換会
令和5年1月30日（月）
AXIES・JPCOARの「研究データ管理
事例集」から具体的な実践を紹介

国立大学図書館が各大学の研究データ管理・公開に実質的に貢献

図書館職員のスキル向上

研究データに適切な
メタデータを付して
国際流通性を高めら
れるよう、研究者へ
の助言・補助

（活動中間報告会）月刊JPCOAR 令和5年2月15日（水）14-16時

GakuNin RDMに
触れてみる会
RDM支援業務の設計の参考の
ため、機能概要を把握

第1回 令和4年12月23日
（金）
第2回 令和5年1月11日
（水）

NII RDC／
GakuNin RDMに
ついて知識がなく、
画面を見たことも
ない職員向け

データジャーナルとはどん
なものか南山さんに教えて
もらう会

令和5年2月1日
（水）



背景

• 研究データ管理（RDM）や研究データの公開について相談を受
ける・考えなければいけない場面が増えてくる
しかし，
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専門分野によって
異なる研究データの
メタデータはどう
作ればよいのかな？

研究データ登録事例
が少なくて分からな
いことばかり…



2022年度 活動計画
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1. RDA Metadata Standards Catalogの日本語訳・公開

2. 各標準規約に準拠したメタデータ作成例を参考事例
として共有できる仕組みを検討

活 動

適切なメタデータ付与，流通性の向上，

研究者への助言などの手助けに

済

期待効果



Metadata Standards Catalog

• RDA(Research Data Alliance)の
WGが開発・運営し,有志により更
新されている各専門分野のメタ
データ標準を紹介するWebサイ
ト・システム

5https://rdamsc.bath.ac.uk/



MSCの翻訳範囲

• MSCの説明のうち特に重要な部分
• トップページ，カタログの範囲，利用規約

• 特に参照しそうな部分
• 各メタデータスキーマの解説ページ

• 各関連組織の解説ページ

• 索引（メタデータスキーマ名，分野毎）
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https://rdamsc.bath.ac.uk/



メタデータスキーマを一覧化する試み
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メタデータスキーマ
等の一覧化の
取り組み

協力，もとデータ
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-8月

9-10月

11月

12月-

作業内容・
スケジュール
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• 翻訳箇所確定
• 機械翻訳
• DeepL pro

• 全体調整
• 語句の統一

• 公開（12/15）

• 翻訳監修メンバー募集
• 理系専攻者を中心に※募集

• RDAのWGへ報告
• 内容はCC0のようだが

• 担当範囲の翻訳チェック
• 機械翻訳のチェック
• リンク切れ

• 各機関における事例収集。共有化方策
の検討

杉田茂樹, “図書館にとってのCSTI報告書
レビュー”, NII学術情報基盤オープン
フォーラム, 2015.6.11

※限定ではありません



MSC日本語訳の公開
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• 2022年12月15日 公開

https://www.janul.jp/ja/news/20221215



MSC日本語訳を見てみる

• 研究データのメタデータを考える際の参考に
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研究者 図書館員

研究データを公開したいんだけど…

なるほど

先生の分野では〇〇や△△のメタデータ
スキーマがあるようです

広く流通させるには□□の情報を載せると
良さそうです



利用時のお願い

• 今回の翻訳物は2022年8月時点でのMSCの内容
• だんだんと古くなっていく

• 翻訳時点でも，最新情報を補足できていない箇所アリ

• 「幅広い」スキーマなどが収録されている
• 一般に想像されるメタデータスキーマより広い範囲が収録

• 例）収録されているDarwin Coreはどちらかというとデータ形式？
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最新情報は必要に応じて別ソースでも確認を

「対象範囲」ページ確認やMSCの特性を認識して利用を
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作業内容・
スケジュール
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• 翻訳箇所確定
• 機械翻訳
• DeepL pro

• 全体調整
• 語句の統一

• 公開（12/15）

• 翻訳監修メンバー募集
• 理系専攻者を中心に※募集

• RDAのWGへ報告
• 内容はCC0のようだが

• 担当範囲の翻訳チェック
• 機械翻訳のチェック
• リンク切れ

• 各機関における事例収集。共有化方策
の検討

※限定ではありません



事例共有の仕組み
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• 具体的な方策は，まだ固まらず…

• カタログ使ったよコメントはいつでもお待ちしています！

“本カタログが少しでも役に立った場合は，ぜひ事務局まで情報をお寄せ
ください（事務局連絡先：janul-os-rdm@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）。
活用事例として，担当者間で共有できるようにしたいと考えています。”

『RDA メタテー゙タ標準カタロク(゙日本語訳)』まえがきより



まとめ

• RDA Metadata Standards Catalogの日本語訳を行い公開しました

• 活用事例があれば，ぜひお知らせください！
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